
新潟大学 倫理審査委員会 オプトアウト書式 

①研究課題名 幼児期における心身相関と情緒的適応の関連性の検討 

~人物描画法を用いた身体意識の即時的変容に着目して~ 

② 対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者

【研究対象者】協力施設（幼稚園・保育園・こども園等）に在籍する 5 歳〜6 歳の年長児。 

【対象期間】倫理審査委員会承認日から 2030 年 3 月 31 日まで。 

【過去の研究課題名】 

幼児の健康教育を目的とした体操絵本の読み聞かせの効果検証 

～幼児の身体像の表出の変容から～ 

【研究責任者】教育学部・村山敏夫准教授 

③ 概要

この研究は、お子さまの体力と心の状態がどのように関係しているかを調べるものです。具体的に

は、体力測定を行い、人物の絵を描いていただきます。また、絵本の読み聞かせと体操を行い、そ

の前後で絵がどのように変化するかを観察します。保護者や保育者のみなさまには普段のお子さま

の様子のアンケートに答えていただきます。 

【拒否機会について】 この研究への協力は自由な意思に基づくものです。研究に参加したくない

場合や、途中でやめたい場合は、いつでもお申し出ください。協力をお断りいただいても、お子さ

まや保護者様が園や学校で不利益を受けることは一切ありません。 

④申請番号 2026-0070 

⑤ 研究の目的・意義 【目的】本研究の目的は、幼児期における身体機能、身体発育、人物

描画に表出される身体認識の特徴、および社会・情緒的適応との関連

性を明らかにすることである。人物描画法は、幼児の身体認識や描画

発達を反映する発達指標の一つとして用い、知能診断を目的とするも

のではない。具体的には、以下の 3点について検討する。 

① 幼児の心身の発達状況の把握

保護者および保育者による SDQ と人物描画法を用いて、幼児の社

会・情緒的適応および人物描画に表れる身体認識の特徴を把握する。 

② 体力と人物描画・社会情緒的適応との関連性の検討

先行研究（成田ら，2024）において、5歳児では運動能力と社会・

情緒的特性との関連が報告されていることを踏まえ、本研究では体力

測定 9項目の結果と、人物描画の評価指標および SDQ 得点との統計

学的な関連性を探索的に検討する。 

③ 絵本の読み聞かせおよび体操による人物描画の変化の検討

絵本の読み聞かせと体操を組み合わせた活動の前後で人物描画を実

施し、描画の特徴の変化を比較することで、活動前後における描画表

現の変化を把握する方法としての有用性を検討する。 



本研究は、幼児期における身体機能、人物描画および社会・情緒的適

応との関連性を明らかにし、幼児の心身の発達を理解するための基礎

的資料を得ることを目的とする。 

【意義】 

幼児期は、身体機能や身体認識、社会・情緒的適応が相互に発達する

重要な時期である。しかし、これらの関連性については十分な知見が

蓄積されているとは言えない。 

本研究では、体力測定、人物描画法および SDQを組み合わせること

により、幼児の身体機能、人物描画に表出される身体認識の特徴、お

よび社会・情緒的適応との関連性を基礎的資料として整理することを

目的とする。また、人物描画法を幼児への負担が少ない評価方法の一

つとして用い、その活用可能性について検討することは、幼児期の心

身の発達に関する研究の発展に資する学術的意義を有すると考えら

れる。 

⑥ 研究期間 倫理審査委員会承認日から 2030年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

【利用目的】 

幼児の身体機能、人物描画に表れる身体認識の特徴、および社会・情緒

的適応との関連性について検討します。また、絵本の読み聞かせと体操

を組み合わせた活動の前後における人物描画の特徴の変化について検討

します。 

【利用方法】 

・人物描画について、あらかじめ定めた評価基準に基づき、身体部位の

描写や描画の詳細さ等を評価します。 

・体力測定結果、人物描画の評価指標およびアンケート得点との統計学

的な関連性を検討します。 

・人物描画は知能や心理状態の診断を目的として使用するものではあり

ません。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

・基本情報: 性別、年齢（生年月日）、身長、体重、BMI。

・体力測定データ: 握力、立ち幅跳び、往復走など 9 項目の測定値。

・描画データ: お子さまが描いた「人物の絵」の画像および得点。

・アンケート結果: 日常の様子に関するアンケートのスコア。

⑨利用する者の範囲 新潟大学および以下の共同研究機関等で利用いたします。 

新潟大学 研究責任者 教育学部 村山敏夫准教授 

○10試料・情報の管理に 研究責任者 教育学部 村山敏夫准教授 



ついて責任を有する者 

○11お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：現代社会文化研究科 

氏名：山﨑幸歩 

Tel：025－262－7076  

E-mail： z25n408j@mail.cc.niigata-u.ac.jp


